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村上
むらかみ

 英
ひで

己
き

 氏 
（公益社団法人全国公民館連合会事務局次長） 
 

大学・大学院で社会教育を深く学び、その奥深さと可能性に魅せられて以来、この分野への揺る

ぎない情熱を抱いている。平成 13年（2001年）からは全国公民館連合会に所属し、今年で25

年目を迎える現在も、公民館活動の推進に尽力している。 

職場では多岐にわたる業務を担当しており、専門誌『月刊公民館』の取材・編集、動画コンテンツ

「月刊公民館ちゃんねる」の制作を通じて、全国の公民館活動の魅力を発信。また、全国公民館の実

態調査研究を主導し、その結果に基づいた職員研修プログラムの企画・実施にも尽力し、全国の公

民館活動全体の質の向上に貢献している。 

さらに、館報・インターネット活用コンクールの事務局、全国公民館研究集会の統括、Zoomを活

用したオンライン研修会の開催など、幅広い業務で手腕を発揮。これらの豊富な経験と深い洞察力

は、全国各地で開催される研修会での講師としても高く評価されており、参加者と共に公民館活動

の未来を切り拓く貴重な場を提供している。 

講演①  

聞いてみよう！！公民館のＡtoＺ 
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野嶋
の じ ま

京
きょう

登
と

 氏 
（浜松市役所中央区まちづくり推進課 主任 社会教育士） 
 

浜松市役所入庁後、税務・企画を経験後、富塚協働センターへ人事異動し 7年間勤務した。地域住

民とともに浜松版パーラー公民館「あおぞら協働センター」を開催し、幅広い世代間交流や顔の見

える関係づくりを担った。また、佐鳴湖のごみ拾いボランティアの活動に感銘を受け、環境学習イベ

ント「ごみゼロフェスタ」をはじめとした各種事業を展開し、地域課題を考えるきっかけとした。若者

の地域づくりへの参画は重要と考え、ボランティア制度を確立し、「アオハル音楽祭」やハロウィンイ

ベント「富ックオアトリート」などを開催し、仲間づくりの大切さを伝え、シビックプライドを醸成し

た。地元テレビや新聞に多数出演・掲載され、全国の優れた公務員として「地方公務員が本当にす

ごい！と思う地方公務員アワード 2023」を浜松市・公民館業界から初受賞した。モットーは、地域

コミュニティの原点は、楽しい時間を共有すること。 

令和 7年4月から中央区まちづくり推進課へ人事異動、生涯学習担当となる。プライベートでは、

PTA会長歴任や学校運営協議会長を務める。若者たちが新規で立ち上げたサークル「Funnily

（ファニリー）」の一員となり、やりたいこと実現に向けてともに汗をかく。 

講演②  

公民館の未来 

～それでも大切にしたいこと～ 
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